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子どもの頃から、６月は、特別な月です。（ちょっと変な記憶ですが…）

幼稚園の頃に、出席簿のような手帳がありました。毎日、登園すると、その手帳に押印し

ていただきました。月の終わりに、手帳を見て、すべての日に押印があると…、「休んでな

い！」と喜んだものです。手帳の６月のところには、大きなアメンボの絵が描いてありまし

た。私は、そのアメンボの絵が好きになれなかったので、６月のページを開くのが少し苦手

でした。だから今でも、６月は、マイナスのイメージがあります。（笑）

６月の空は、梅雨のために、少し重たく感じます。そして、カレンダーに祝日のマークが

ありません。６月を楽しく過ごす方法を考えてみたいものです…。

「義士学習（６年生）」

＜大石神社・歴史博物館 訪問＞

６月１３日（木）午前中、６年生が「大石神社」

と「歴史博物館」を訪問し、義士学習を行いまし

た。

今回の学習で、あるグループは…、

『最初は討ち入りにいこうとする人数が多かったは

ずなのに、なぜ４７人に減ってしまったのだろう

か？』と疑問をもちました。 【大石神社に入る６年生】

この疑問に対し、児童は、仮説を立てておいて、

当日、講師の方のお話を聞きました。

このように、＜疑問→仮説→講師の方のお話＞の

流れで学習を進めたので、学びにも深まりがみられ

たように思います。

（別の質問では…）（事件を知らせる早かごは…）

『７００kmの道のりをどのようにして

４日半で到着できたのか？』 【歴史博物館で学習中】

という質問も…。
（筆者の感想）

今のような「丈夫な靴」もなかったので、足も痛かったでしょうね…。

また、東海道には、箱根のような険しい峠道もありました。かごを担いだ人は、途中で交代し

ていないのかなぁ…。

数年前に、何回か赤穂市の「赤穂忠臣蔵検定」を受験した記憶があります。

知れば知るほど、疑問が生まれてくる「討ち入りにまつわるお話」です。学習がさら

に深まるといいですね。

（裏面に続きます）

しろっこだより



（６月の話題）

城西小学校の歴史を探ってみると…

城西小学校の歴史を探ってみますと…

６月３日は、「創立記念日」と書かれています。

数年前までは、「創立記念日」は休業日でしたが、学校週５日制

（土日が休み）になってからは、授業時数確保の観点から授業を

するようになりました。

１学期の終わりに…

１学期の終わりに、学校として警戒していることは…、「大雨＋雷

雨」と「熱中症」です。

最近の「雨」について考えますと、災害を伴うような「けっこう

すごい雨」であることが増えてきたように感じます。特に、梅雨の

終わりの頃の雨は、「雷雨」や「豪雨」になることが多く、警戒が必

要です。

また、７月から９月にかけては、猛暑になることも多く、引き続

き、「熱中症」への警戒が必要です。「雨」も「暑さ」も一昔前と比

べて、かなりパワーアップしているようです。

これからの季節、学校から「大雨」「雷雨」「猛暑」に関する警戒

情報を発信する場合があります。メールチェックをこれまで以上に

お願いいたします。

【雨に関する言葉】

「雨が降ろうが槍が降ろうが（あめがふろうが やりがふろうが）」

読んで字のごとく、雨が降ろうとも槍が降ろうとも、どんな悪天候でも行く

という意味の「ことわざ」です。

どんな困難があろうとも立ち向かう場合に用いられます。

※「槍（やり）」とは、先がとがった武器のことですが、新世紀エヴァンゲリオンに出て

くる、『ロンギヌスの槍』をイメージするといいのでしょうか…？

【１学期末の行事予定】

○６月２４日（月）授業参観（５校時） ○２８日（金）徴収金引き落とし日

○７月１０日（水）個別面談（上南）

１１日（木）個別面談（上北）

１２日（金）個別面談（千鳥・城南・宮前）

１６日（火）個別面談（新町・大町）

○７月１８日（木）１学期給食終了 ○１９日（金）１学期終業式

※夏季休業中の登校日は、８月２４日（土）の予定です。


